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こんにちは。今年のノーベル平和賞が国際的なＮＧＯの連合体『核兵器廃絶国際キャンペーン

（International campaign to abolish nucler weaponsの頭文字をとって、ＩＣＡＮ）』に決まりました。

来月１２月の授賞式にはＩＣＡＮ委員の他に被爆者３人も出席の予定です。ＩＣＡＮは２００７年ウィー

ンで発足以降、核廃絶にたゆむことのない活動を続けてきました。今年７月に国連で１２２か国の賛成に

より採択された『核兵器禁止条約』の成立にも中心的な役割を担いました。この条約の成立はとても画期

的なことです。国連会議における国際条約なので、違反は道義的な責任以上の「法律違反」となり法的拘

束力も持つこととなるからです。 

私はこの条約の前文に、今まで「Ｈｉｂａｋｕｓｙａ」と特殊名詞として大文字で書かれていたものが、 

 一般名詞として「ｈｉｂａｋｕｓｙａ」として条文に書かれたことに、大きな意義があると思います。世

界で唯一の原爆の被爆国としての被爆者として扱われてきたのが、現在では世界中のどこにでも被爆者と

なりうる危険性があるということでしょう。 

  しかしながら、この条約には現在の核保有国とされる９か国をはじめ、唯一の被爆国である日本が参加

していません。これは日本がアメリカのいわゆる「核の傘」の庇護の中にあり、現在の日本を取り巻くさ

まざまな情勢からの日本政府の「高度な政治的判断」からによるものだとは理解しますが、いつか日本も

先頭を切って堂々とこの条約を批准できる、そのような世の中が早く来てほしいですね。 

 

 元気アップ学習会のお知らせ 

この「元気アップ便り」の前に、３年生のみなさんには１１月の学習会の予定を配布しました。 

もうすぐ重要な実力テストが実施されます。中間テストや期末テストでは、まあまあと思える点数を取

れていても、実力テストとなると思いどおりの点数が取れない・・・と嘆く人が多いのではないですか。

入試のための進路相談は、主に実力テストの成績が重要視され、判断がなされることが多いので実力テス

トの成績が芳しくない人は、自分の勉強方法をもう１度振り返ってみることも必要でしょう。 

１１月の予定表にも掲載されていますが、３年生のみなさんの学習のお手伝いのために「放課後元気ア

ップ学習会」を実施します。実力テストも考慮して少しずつ入試テスト対策学習会も実施しますので、ぜ

ひ参加しましょう。 

  １、２年生のみなさんも大きな行事が終わった後は、何かと体調がすぐれず、だるい感じがするもので

すが、３年生の受験のこともそろそろ考えながら、勉強にクラブに頑張ってください。 


